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2008年～

NIPPEI TOYAMA INDIA PRIVETE.,LTD

2015年～

ｺﾏﾂｲﾝﾄﾞに統合

2015年～

ｺﾏﾂｱﾒﾘｶに統合

1960 1970 1980

1945年～

日平産業（株）

1950

福野鋼板工業（株）

1951～
富山機械工業（株）

1963年～

 （株）トヤマキカイ

1938～

 大日本

 兵器

（株）

1940 1950

1994年～2010年

        コマツ工機（株）

1990 2000 2010

1984年～

       （株）日平トヤマ

2008年～

コマツ
NTC（株）

1984年～

NTC AMERICA Corp.

2008年～

日平富山（常州）光電設備有限公司

国内

海外

工作機械販売・サービス拠点アメリカ：

工作機械販売・サービス拠点

工作機械製造・販売拠点

工作機械販売・サービス拠点

1992年～

NIPPEI TOYAMA EUROPE GmbH
1996～

億達日平機床有限公司
2004年～

日平富山国際貿易（上海）有限公司
2005年～

NIPPEI TOYAMA(THAILAND)Co LTD
工作機械販売・サービス拠点

工作機械販売・サービス拠点

1963年～

（株）小松製作所
建設機械用工作機械の製造開始

（産機事業本部）

ワイヤソーの部品製造・販売・サービス拠点

欧州：

中国：

中国：

タイ：

インド：

中国：

コマツにおける産機事業とコマツＮＴＣ（2015年3月31日現在）

コマツＮＴＣの変遷

特機

その他

コマツＮＴＣ

KELK コマツ産機

ギガフォトン

コマツＮＴＣ売上構成

ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾏｼﾝ
46% 

ﾏｼﾆﾝｸﾞ
ｾﾝﾀｰ
8% 

研削盤
10% 

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄﾐﾗｰ
7% 

ﾜｲﾔｿｰ
11% 

ﾚｰｻﾞ
4% 

国内子会社
海外現法

14% 

売上：734億円

産業機械他売上構成

89.1% 

10.9% 

建設機械・車両

産業機械他

コマツ売上構成

売上：19,786億円 売上：2,215億円



3コマツ ＮＴＣ 製品概要

TECHNOLOGY & 
RELIABILITY

コマツＮＴＣの製品は自動車生産における様々な工程でお客様に貢献しております
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製品
主要

加工物
14年度

売上実績
シェア 競合

ﾄﾗﾝｽﾌｧﾏｼﾝ
ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ
ｼﾘﾝﾀﾞﾌﾞﾛｯｸ 339億円 35%

（ｼﾘﾝﾀﾞﾍｯﾄﾞ、ﾌﾞﾛｯｸ加工）

日本：JTEKT、ｴﾝｼｭｳ、ﾎｰｺｽ
海外：GROB、COMAU、MAG

研削盤
ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ
ｶﾑｼ ﾌﾄ 77億円 20%

（専用研削盤）

日本：JTEKT
海外：LANDIS、JUNKER

ﾏｼﾆｸﾞｾﾝﾀ
ｴﾝｼﾞﾝ部品

57億円 10%
（ｴﾝｼﾞﾝ部品加工）

日本：森精機、ﾏｻﾞｯｸ、ﾏｷﾉﾌﾗｲｽ
（他多数）

海外：DMG、HAAS、東台精機
（他多数）

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ
加工機

ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄ
ｶﾑｼｬﾌﾄ 50億円 50%

（ｸﾗﾝｸｼｬﾌﾄﾐﾗｰ）

日本：堀部鉄工、旋盤ﾒｰｶ
海外：HELLER、BOEHRINGER

ﾜｲﾔｿｰ
ｼﾘｺﾝｳｴﾊｰ

78億円 60%
（太陽光ﾊﾟﾈﾙ）

日本：安永、ﾄｰﾖｰｴｲﾃｯｸ、ﾀｶﾄﾘ
海外：MEYER BURGER

各製品のダントツ製品を開発、更にICTを利用したLCC低減技術により
競合と差別化を図り、顧客になくてはならない存在となり、事業領域を拡大していく

各製品のシェア
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製品別売上・営業利益率

コマツＮＴＣの収益状況

コマツ工機を合併

日平トヤマ コマツＮＴＣ
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35 GW
210 GW

872 GW

2,019 GW

3,155 GW
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2010 2020 2030 2040 2050

市場動向

環境対応車の増加→ｴﾝｼﾞﾝの小型化、HV化、EV化
⇒ﾊﾟﾜｰﾄﾚｲﾝ(ｴﾝｼﾞﾝ・駆動部)関連設備の投資増加

ワイヤソー市場

出展：ＩＥＡ「Energy Technology Perspective 2012」

電気自動車

燃料電池車

ﾌﾟﾗｸﾞイン
ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶﾞｿﾘﾝ車

燃費向上

電動化加速

小型ｴﾝｼﾞﾝ
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(百万台) (伸び率)

北米

欧州

日本

新興国

対前年伸び率

日米欧→新興国に生産はシフト
世界で年平均５%増加。但し、伸率は減少

◆世界自動車 パワートレイン別需要予測
環境対応政策の場合

成り行きではエンジン車
のピークは２０４０年頃

◆自動車の地域別需要予測

⇒自動車関連設備投資は堅調

工作機械市場

出展：Technology Roadmaps Solar photovoltaic energy, IEA May 2010

◆太陽電池の長期予測

累
積
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陽
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発

電
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量
(
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)

☆コスト低減が進めば
長期的に成長市場

☆老朽更新も
見込める

（前提条件）

発電コスト≦14円/KWh

◆短期予測（パネル導入量）

MAX

MID

MIN

一時期の急激な設備導入により、需要と供給のバランスが
崩れ、設備投資はしばらく控えられてきたが、ようやく需要が
追いつき始め、先行きは明るい。

EPIA2018に基づくとこの2年ほど

3GW前後で増加予測(230台/年）
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工作機械事業 ワイヤソー事業

①既存事業での
成長

②構造改革

イノベーション

による成長

①商品開発・

差別化

②事業領域拡大

コマツＮＴＣの課題

環境・ＩＣＴ・経済性・安全をキーワードに世界をリードするダントツ製品の開発・導入

次世代ﾊﾟﾜｰﾗｲﾝへの対応機開発
(省エネ、コンパクト)

次世代機の開発
（顧客生産コストの大幅改善技術織込み）

新市場の開拓：中東、インド、東南アジア

事業

調達・生産システム改革
標準化（モジュール化）

受注～出荷リードタイムの短縮

部品・サービス事業の拡大

核となる技術・商品の適用拡大、サプライチェーンでの事業拡大

ＩCＴ活用による顧客の生産性向上提案・予防保全

中国・ｱｼﾞｱ、北米・欧州市場での事業強化

構造改革：SVC(原価)改善、CC(固定費)改善、販売価格・ＳＶＭ管理の強化、OVC(ｸﾚｰﾑ)改善



8業務改革プロジェクト システム改革

（１）コンセプト

①期末・月末文化から日々完結へ（平準化）
②結果重視から計画・プロセス重視へ（原単位構築）
③商流のシンプル化、業務の直結化

（２）システム
年代 創業～ 1970～ 1990 ～ 2001～

コマツ 製番管理 ⇒ 部品生産 ⇒ 新販生 ⇒ ＢａａＮ
（原単位整備） （製品構成整備） （グローバル化）

ＮＴＣ 製番管理 ⇒ ＢａａＮ
(2016年～）

（４）体制
会長（プロジェクトリーダ）
執行役員＋専従１０名
＋各部サブチーム８０名

粟津工場

（５）目標
①リードタイムの短縮

②棚卸資産の低減

③間接人員の削減

④その他

（３）スケジュール

●仕掛回転期間の短縮
●モジュール設計の推進

14/9 16/4
（導入後）

ワイヤソー
過剰在庫処理

改善活動による
30%低減

金沢工場

情戦本（クオリカ）

全体 40％

18％

42％

16/3

設
計

調
達

製造
（組立）

設
計

調
達

製造
（組立）

Ｌ/Ｔ短縮

２４０日
⇒１５０日

（百万円）

アドバイス

（ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾗｲﾝ）



9リードタイム短縮活動 専用部のモジュール化

治具、ツーリングのデータベース化

今後の課題

ツーリング自動作成

更なる専用設計部分の設計工数削減

②設計リードタイム：５ヶ月⇒２．５ヶ月

専用部(客先仕様部）は都度設計対応であり、リードタイム、
品質、コストを改善する上で大きな足かせとなっている

モジュール化

まずは機種統一し、モデル
チェンジのタイミングで
モジュール化を図る

①設計工数：△25％

③品質向上

・事前Ｃ/ＤによるＳＶＣ低減
・設計費の低減

・事前評価検証による設計品質向上

④コスト低減

・側部カバー、前カバー、パネル、操作盤
ダクト、ミスとダクト、テーブルクミ等を
モジュール化することにより、専用部
設計工数を削減

モジュール化

（日） （日）

現状
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ご清聴ありがとうございました。


